
                                          

裏
面
に
請
願
内
容
を
記
載
し
ま
し
た 

憲法の国民主権、基本的人権踏みにじる「緊急事態基本法」制定求める意見書提出請願 
日本共産党以外の会派と一部無所属議員の賛成で可決、本会議に意見書上程 

 

６
月
２
５
日
開
催
の
二
つ
の
常
任
委
員
会
で
、
３
本
の
請
願
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
紹
介
の
「
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
設
に
関
す
る
意

見
書
」
は
僅
差
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、「
消
費
税
増
税
反
対
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
」
は
、
わ
が
党
委
員
以
外
の
委
員
は
反
対
理
由
を
一
言
も
述
べ
る
こ
と
な
く
、
否
決
し
ま
し
た
。 

 

他
党
会
派
及
び
一
部
無
所
属
議
員
の
紹
介
に
よ
る
「
緊
急
事
態
基
本
法
早
期
制
定
請
願
」
は
、
わ

が
党
委
員
の
道
理
を
尽
く
し
た
質
問
に
ま
と
も
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
で
、
わ
が
党
委
員
以

外
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
に
よ
り
上
程
さ
れ
た
二
つ
の
意
見
書
が
本
会
議

で
採
決
さ
れ
ま
す
が
、
「
県
立
こ
ど
も
病
院
」
意
見
書
の
可
否
の
状
況
は
微
妙
で
す
。 

伊丹市６月議会 

｢

東
日
本
大
震
災｣｢

福
島
原
発
事
故｣

を
口
実
に
す
る
こ
と
は
許
せ
な
い 
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日
本
共
産
党 

か
し
ば
優
美
議
員
の
請
願
質
疑
に 

よ
り
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

①
「
緊
急
事
態
基
本
法
」
を
制
定
し
な
く
て
も
、
現

存
す
る
法
律
（
災
害
対
策
基
本
法
、
大
規
模
地
震

対
策
特
別
措
置
法
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置

法
等
）
で
今
後
の
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
は
可
能

な
こ
と
。 

②
「
緊
急
事
態
」
と
し
て
中
国
漁
船
尖
閣
事
件
を
例

証
し
て
い
る
が
、
尖
閣
列
島
は
日
本
の
領
土
で
あ

り
、
そ
の
領
海
内
で
の
外
国
漁
船
の
不
法
行
為
に

つ
い
て
は
、
海
上
保
安
庁
が
取
り
締
ま
る
こ
と
で

対
応
で
き
る
こ
と
。 

③
「
原
発
事
故
へ
の
初
動
対
応
の
遅
れ
」
を
指
摘
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
行
の
法
律
・
制
度
が
本
来

予
定
し
て
い
た
組
織
・
機
能
が
準
備
不
足
な
ど
に

よ
り
適
切
に
働
か
な
か
っ
た
こ
と
。 

④
今
回
制
定
を
求
め
て
い
る
「
緊
急
事
態
基
本
法
」

は
、
２
０
０
４
年
５
月
に
自
民
・
民
主
・
公
明
党

３
党
に
よ
り
合
意
し
た
骨
子
案
と
同
じ
で
あ
る
こ

と
。
そ
し
て
そ
の
内
容
に
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ

た
国
民
の
基
本
的
人
権
を
制
限
す
る
内
容
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
。 

「
緊
急
事
態
基
本
法
」
と
は 

 

大
震
災
や
外
国
か
ら
の
侵
略
行
為

(

尖
閣
問
題
や
ロ
シ
ア
閣
僚
の
千
島
訪

問
も
含
ま
れ
る)

が
あ
っ
た
場
合
、
内

閣
に｢

超
法
規
的
権
限｣

を
付
与
し
、

国
民
の
基
本
的
人
権
を
制
限
し
た

り
、｢
前
衛
部
隊(

自
衛
隊
・
警
察
・
消

防) ｣

等
に
私
有
物
の
撤
去
、
土
地
の
収

用
等
の
行
動
の
自
由
を
付
与
す
る
と

い
う
内
容
で
、
２
０
０
４
年
５
月
に

自
・
公
・
民
３
党
が
談
合
し
上
程
を

準
備
し
ま
し
た
が
、
国
民
の
強
い
反

対
に
あ
い
提
出
出
来
て
い
ま
せ
ん 

委
員
会
傍
聴
者
の
談
話 

賛
成
討
論
の
中
で
、
あ
る
議
員
は
「
決
断
で
き
な
い
首
相
の
背
中

を
押
す
法
律
が
必
要
」
と
述
べ
ま
し
た
。
歴
代
の
首
相
の
顔
を
思
い
出
し
て
下
さ
い
。
こ
れ
ら

の
首
相
に
、
憲
法
が
保
障
し
て
い
る
人
権
を
制
約
出
来
る
権
限
を
与
え
た
ら
ど
の
よ
う
な
事
態

が
生
じ
る
か
、
想
像
し
て
下
さ
い
。
も
の
言
え
な
い
戦
前
の
暗
黒
社
会
に
逆
戻
り
で
す
。 

２
９
日(

金)

の
本
会
議
を
多
く
の
市
民
が
傍
聴
頂
く
こ
と
を
念
願
し
ま
す
。 
 

本
会
議
傍
聴
で
、
市
民
の
安
心
と
憲
法
を
守
る
立
場
に
伊
丹
市
議
会
を
立
た
せ
ま
し
ょ
う
。 



            

 

 

 

県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
の
移
転
計
画
の

中
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願 

 
 

請
願
者 

 
兵
庫
県
保
険
医
協
会 

理
事
長 

池
内
春
樹
氏 

 
 
 
 
 
 

 

外
一
名 

 
 

紹
介
議
員 

日
本
共
産
党 

上
原
秀
樹 

 
 

請
願
の
要
点 

 
 
 
 

兵
庫
県
は
、
県
立
こ
ど
も
病
院
の
老
朽
化
に
伴
う
建
替
え
は
現
地 

 
 

で
可
能
と
の
結
論
を
翻
し
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
内
に
同
一
機
能
を 

 
 

持
つ
神
戸
市
中
央
病
院
の
隣
接
地
に
並
べ
て
建
設
す
る
計
画
を 

 
 

突
如
持
ち
出
し
た
。 

 
 
 

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
沿
岸
地
に
拠
点 

 
 

病
院
を
建
設
す
る
こ
と
は
防
災
上
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
伊
丹
市
と 

 
 

し
て
も
こ
の
移
転
計
画
中
止
の
意
見
書
を
提
出
頂
き
た
い
。 

「
緊
急
事
態
基
本
法
」
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
請
願 

 
 

請
願
者 

 

伊
丹
市
南
鈴
原
二-

一
三
二 

隅
田
敏
生
氏 

 
 

紹
介
議
員 

加
藤
光
博
（
新
政
会
） 

山
内
寛
（
公
明
党
） 

 
 
 
 
 
 

 

川
上
八
郎
（
伊
丹
市
民
連
合
） 

 
 
 
 
 
 

 

新
内
竜
一
郎
（
躍
進
会
） 

杉
一
（
蒼
翠
会
） 

 
 
 
 
 
 

 

相
崎
佐
和
子
（
無
所
属
） 

 
 

請
願
の
要
点 

 
 
 

今
回
の
東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
に
お
い
て
、
国
の
取
り
組
み 

 
 

に
は
甘
さ
を
感
じ
る
。
更
に
言
え
ば
わ
が
国
の
憲
法
は
平
時
を
想
定 

 
 

し
た
文
面
に
な
っ
て
お
り
、
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
、
テ
ロ
や
大
規 

 
 

模
自
然
災
害
を
想
定
し
た
「
非
常
事
態
条
項
」
が
明
記
さ
れ
て
い
な 

 
 

い
。
そ
こ
で
２
０
０
４
年
に
自
・
公
・
民
三
党
で
合
意
し
た
「
緊
急 

 
 

事
態
基
本
法
」
を
早
急
に
制
定
す
る
よ
う
要
望
す
る
意
見
書
を
提
出 

 
 

頂
き
た
い
。 


